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２．とちぎ米ニュース

１．とちぎ米生長日記

２．とちぎ米イベント情報

今月のもぐもぐごはん部は「巻寿司」がテーマです。
皆さまに美味しくとちぎ米を召し上がって頂きます！

日時：2016年5月14日（土）10：30～13：00
会場：とちぎ福祉プラザ
主催：全農とちぎ 米穀課

いよいよ２８年産米の田植え開始！

【育苗ハウス内】
写真左が播種後２日後の苗箱、他方
写真右は播種後２週間強の苗箱。短
い時間ですくすく生長しています。

【生長後の苗】
写真の苗は高さ１２㎝位まで生長し
１本の苗から３枚目の葉が出ていま
す。いよいよ苗は田植えの適期です。

【ほ場】
田植え後約１０日の苗の様子。生育
は順調で、高さも移植時より５㎝前
後生長しています。

５月に入り栃木県内各地で田植えが始まっています。先月号では「浸種→催芽→播種」という育

苗についてご説明しましたが、苗を移植するための田んぼの準備も大切です。具体的には、昨秋
に収穫を終えた田んぼの土を田植え前までに掘り起こし、土を細かく砕き柔らかくします（田起
こし）。そしてそこへ水を入れ田んぼの土をならします（代掻き）。昔は全て手作業で行ってい
ましたが、現在ではトラクターで行うのが主流です。代掻きにも２段階あり、大まかに土をなら
す荒代の後、仕上げとしての植え代を行います。こうしてようやく田んぼの準備が整います。

５月の「もぐもぐごはん部」

活動告知！

←

【田起こし】

かたい土をト
ラクターで耕
耘（こううん）
し柔らかくし
ていきます。

←

【荒代】

田に水を入
れ、荒く土を
ならしていき
ます。

←

【植え代】

荒代の後、な
らした田をさ
らに仕上げて
いきます。

今月は県内各地で

田植えツアーを開催します！

５月に入り今年も田植えの季節がやって来ました！
昨年好評だった田植えツアーですが、ＪＡしおのや様お
よびＪＡなす南様にご協力頂き今年も開催します。

来月号にて開催の様子を掲載しますので、お楽しみに！
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※ 問合せ先 ※

◆内容に関するご意見、ご質問、ご感想も、是非お寄せください。
ＪＡ全農とちぎ 米穀課 電話：０２８－６１６－８８２０ ＦＡＸ：０２８－６１６－８８２８

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

４．全農とちぎ米穀課 共同計算担当 よしだっし～（吉田浩之）です！

９

５．『栃木のうまいもん2016』 プレゼント★コーナー

この『とちぎ米産地だより』から出題されるクイズに答えて、ＦＡＸを送って頂くと栃木の美味しい農畜産物
や特産品が毎月５名に抽選で当たります。応募対象者はとちぎ米に関わる方ならどなたでもＯＫ！！
１団体何通でもご応募可能です。ＦＡＸ（028‐616‐8828）お待ちしてます♪応募詳細は別紙をご覧ください。

✿5月のお題✿

Ｑ.「代掻き」には何段階ある？
（Ａ）２段階 （Ｂ）３段階 （Ｃ）４段階

ヒント！とちぎ米生長日記に答えがある・・・かも☆

★今月のプレゼント★

【大麦ダクワーズ 国産いちご (8個入り)】

～新登場！大麦のお菓子「ダクワーズ」～

●○4月号クイズの答え○●
プレゼントは「とちぎゆめポーク 肩ロース 生姜焼き用 (500g)」でした。

ご回答頂いた皆様、ありがとうございました！ご当選された方、おめでとうございます★

当選者は発送を持ってお知らせいたします。

もぐもぐごはん部～バケツ稲～開催！
「稲はどうやって育てるの？」といった素朴な疑問に、今回はバケツ稲を用いてお答えしました!

「稲の生長」を見て触って体感してもらい、賑やかで楽しい活動となりました。

３．とちぎ米ニュース

稲の不思議につい
て、ぜひ学んでほ

しいまる～

９

４．とちぎ米キャンペーン

特Ａ獲得キャンペーン開催中

先月号に引き続きとちぎ米３銘柄の特A獲得企画、

『とちぎのお米う米♪う米♪キャンペーン 2016』をご紹介!!

お買い求めいただき是非ご応募ください！
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